























































Soil Diagnosis to Maintain a Good Soil Environment and Eco-Friendly Urban Agriculture 
and Soil: Relatively Good Soil in Tokyo Contributes to the Environment



















































































































































































































































































































































































































＊（EC：電気伝導度，C/N 比：全炭素 / 全窒素，CEC：陽イオン交換容量，






































































































物 理 性 化 学 性 生 物 性
土壌採取･分析 土壌採取･分析 土壌採取･分析
４． 肥培管理法の把握

























































































































































CaO ／ MgO 当量比

















































































































































































作土深 25cm 以上 15cm 以上
礫含量 5％ 以下 10％ 以下
有効水分 10％ 以上 7％ 以上
土壌硬度（ち密度） 7 ～ 15mm 5 ～ 20mm
化学性
pH（H2O） 6.0 ～ 6.5 5.5 ～ 7.0
陽イオン交換容量 25meq/100g 以上 20meq/100g 以上
土壌有機物 10％ 以上 5％ 以上
可給態リン酸 20 ～ 80mg/100g 15 ～ 100mg/100g






































































EC 値（dSm − 1） 施肥基準量に対しての施用量
0.1 以下 肥基準値より少し多めに（10 ～ 20% 程度増肥）
0.1 ～ 0.3 施肥基準量の施用でよい
0.4 ～ 0.7 施肥基準値より少し少なめにする （10 ～ 30% 程度減肥）





































































鶏ふん堆肥 0.5 0.2 ～ 0.3
鶏ふん＋落葉堆肥 0.5 ～ 1.0 0.3 ～ 0.5
豚ぷん堆肥 1.0 前後 0.5 前後
豚ぷん＋落葉堆肥 1.0 ～ 1.5 0.5 ～ 1.0
牛ふん堆肥 1.0 ～ 1.5 1.0 前後





































































































































































































































































































































































































































県で実験された「図 6」である。乾土 100g 当た
り 15mg以下ではビール麦の収量は低下してする
が，約 80mg以上でも平行状態になるか，低下し



































































































調査年度は，① 1巡目が 1979 ～ 1983 年，② 2
巡 目 が 1984 ～ 1988 年， ③ 3 巡 目 が 1989 ～
1993 年，④ 4 巡目が 1994 ～ 1998，⑤ 5 巡目が





















































































































































表層土 pHは，変動はみられるが，6.0 ～ 6.5 の
































になる。通常，0.10 ～ 0.40（dSm− 1）前後が良
好な範囲であり，この場合には標準的な施肥量と
なる。都内の農耕地の表層土は，変動はみられる
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通常，野菜などの農作物栽培では，10 ～ 14 程度
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